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九州北西部に分布する下部～中部中新統の野島層群に挟在する火山砕屑物と凝灰岩質砂岩層についてフィッ

ション・トラック年代測定を行った．野島層群は下位より大屋層，深月層，南田平層からなる．大屋層から２試料，

深月層基底部の小島崎凝灰角礫岩層から２試料，深月層下部から２試料，南田平層から１試料を年代測定に用いた．

測定は外部ディテクター法を採用し，試料ごとにジルコンの外部面（ED2 法）もしくは内部研磨面（ED1 法）に適

用した． 

大屋層と小島崎凝灰角礫岩層を含む深月層の試料から得られた年代は 18.4-17.1Ma，南田平層の試料の年代値は

15.3Ma であった．現在の層厚とこれらの年代値から計算した堆積盆の沈降速度は最低でも 800m/my となり，非常

に沈降速度の速いリフト堆積盆であったと考えられる．この結果は前期～中期中新世の日本海拡大期に，現在の北

西九州が伸張場であったことを支持する． 


